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ワンドを間近で観察できる回廊 フィールド体験型河川研修の様子

再生させた氾濫原 アザメの瀬

実験区の様子

水域と陸域をつなぐ河岸 実験イメージ

河床付着膜の状態の違いによりアユの摂食頻度は異なる
右の付着膜は左よりも多く摂食されていた

協働作業のようす

アユは河床付着膜に対して選択性があるか？

　両生類、爬虫類および甲殻類の多くは、水域および陸域の両
方を生息場所としています。このため、水域と陸域をつなぐ河岸
は、生物が移動しやすい形状であることが重要です。そこで、こ
れらの生物にとって、どのような河岸法面が登坂しやすいか明
らかにするため、ヌマガエル、クサガメおよびサワガニを用いた
登坂実験を行いました。本実験では約50cm四方のパネルを用
い、パネル下部に生物を配置し、パネル上部に生物が登坂でき
た場合を成功とみなしました。実験パネルは、表面形状をコンク
リート滑面、砂礫を混合した凹凸面（砂（75μm～2mm）、細礫
 2～4.75mm）、中礫（4.75～53mm）、大礫（53～256mm））の計
5種類とし、勾配を2割（約26.6度）、1割5分（約33.7度）、１割（45
度）、5分（約63.4度）の4種類に変化させ、種ごとに全20ケース
行いました。
　実験の結果、いずれの生物もコンクリート滑面では、勾配にか
かわらず登坂成功率が減少し、1割以上の急勾配では全く登
坂できませんでした。一方、凹凸面になると登坂成功率が著しく
向上しました。ヌマガエルは、凹凸面が砂、細礫、中礫であれば、
勾配に関係なく登坂しました。クサガメは、凹凸面が細礫で勾配

が１割５分以下であれば登坂できましたが、大礫になると著しく
成功率が減少しました。また、サワガニは、凹凸面が中礫や大礫
で、１割の急勾配でも登坂成功率が高いことがわかりました。こ
のように、生物の種類によって登坂の可否が異なるのは、各生
物の登坂方法や外部形態の違いが関係していると考えられま
す。今後は、これらに着目しながら、滑面の凹凸形状などを工夫
して、他の生物を用いて実験し、生物が移動しやすい河岸づく
りを進めていく予定です。

　春になると郊外の田園地帯では、竹で編んだ箕、釣り竿、バケ
ツなどを持った子供達が、大きな声ではしゃぎながら魚捕りをして
いました。水田と一体になった農業用の用排水路には、多種多
様な生物が生息し、魚を代表とする水棲生物のゆりかごとも言え
る場所、田園地帯を縫うように流れる小川は子供達が生き物た
ちと触れ合い仲間になれる大切な空間でした。「畦には田の神
が、小川には荒神様が住んでいる。」と言い伝えられていました。
子供達は、それらの神様の恵みに触れて、遊び、育てられていま
した。しかし、1960年代から、自然環境への配慮を欠いた農業基
盤整備事業が始まり、用・排水路系は分離され、川の壁面と底は
コンクリート化されました。今では小川の面影は何処にも見つける
事は出来ません。このような水路では、亀やカエルはもとより、魚で
さえ繁殖できません。直線化し、生物が棲めなくなった水路には、
もはや魚を捕る子供達のはしゃぎ声を聞くこともできません。私た

ちは、岐阜県関市広見の
U字溝と化した農業用排
水路に、小川の生態系を
少しでも取り戻そうと、石を入れた鉄線駕籠を設置し、曲がりく
ねった水流を造り、瀬と淀みを作ることを考えました。2005年に、
私たちは自然共生研究センターを訪ね、科学的な裏づけと、その
モニタリングの協力をお願いしました。工事から5年、その排水路
系は以前にも増して、絶滅危惧種に指定されている４種のイシガ
イ類を始めとする多様な生物が繁殖できるビオトープとなりまし
た。私たちは今、この水路を参考に、童謡に唄われた「春の小
川」を再現しようとしています。

　 NPO法人 ふるさと自然再生研究会 理事長
三輪芳明

　川は下流域になると、平地をゆったりと蛇行して流れます。下
流域の最も大きな特徴は、本流沿いに広がる平地、すなわち氾
濫原です。
　氾濫原には多様な生物の生息場所があります。かつての流
れが取り残されてできた沼、湿地やたまり、本流とつながったワ
ンド、クリーク、河畔林などです。
　氾濫原は、出水時に冠水することで、生物の生息場所として
の機能を保っています。
　近年、氾濫原は生物の多様性維持のために重要であること
が認識され、その再生が始まっています。佐賀県の松浦川アザ
メの瀬では、氾濫原の本格的な再生が地域住民と一体となっ
て行われています。この一帯は、河川沿いに水田が分布してい
ますが、松浦川と水田との連続性が断たれ、ナマズやドジョウ等
の魚は産卵する場所や稚仔魚期を過ごす場所が不足してい
ると考えられていました。そこで、河川沿いの水田の一部を氾濫
原として位置付け、その水田を掘削して地盤を下げ、洪水時に
水が入りやすくなるよう工夫しました。また、氾濫原の中にワンド
やたまり、クリークを造成し、氾濫原内に多様な生息場所を確保
しました。
　氾濫原のような自然再生には、地域住民の協力が必要不可
欠です。アザメの瀬では、住民が積極的に計画に参画しただけ
でなく、その後の経過の観察も行っています。現在では氾濫原

再生の効果を実感として理解し、ここを訪れる人達に自然再生
の重要さを伝える役割も担っています。現在、松浦川の氾濫原
の再生箇所では、氾濫原の環境を理解してもらうため、フィール
ド体験型の研修が行われ、生物多様性だけに留まらない幅広
い効果が期待されています。
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　河川生物の生息密度は、底質や水際植生、瀬・淵などの棲み
場の状況によって異なるほか、餌量ポテンシャルによっても影響を
受けています。例えば、付着藻類を摂食するヤマトビケラ属は、付
着藻類に反応し、付着藻類量がより大きい場所に移動すること
が知られています。また、同じく付着藻類を摂食するボウズハゼ
は、日射量が大きい場所、すなわち、付着藻類の生育がよい場所
に多く集まることが報告されています。アユも付着藻類を摂食す
る代表的な魚ですが、果たしてアユの摂食行動は、付着藻類の
状態の違いによって影響を受けているでしょうか？ これを明らか
にするため、実験河川を用いて実験を行いました。
　実験河川河床に河床付着膜の状態（付着藻類量、付着藻類
の群集構造、細粒土砂の沈積量など）が異なる3タイプの玉石

（直径15cm程度）を各区間に
設置し、アユの摂食行動を観察
しました。アユの摂食は、細粒土
砂が沈積した付着藻類量の小
さい石よりも、付着藻類量が大き
く、細粒土砂の沈積が少ない石
を設置した区間でより多く確認

されました。また、細粒土砂が沈積した付着藻類量の小さい石が
設置された区間においては、石表面の付着膜よりも、仕切りのた
めに設置した木製板表面に生育した付着藻類を多く摂食する
傾向がみられました。アユは餌としての河床付着膜の状態に対
して選択性があり、河床付着膜の状態の違いによって、アユの摂
食行動は影響を受けることが明らかになりました。この結果は、例
えば、様々な要因によって河床付着膜の状態が変化した場合、
アユの生息密度が変化する可能性があることを示唆するものと
考えられます。
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